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犬
と
い
え
ば
、｢

知
恵｣

｢

勇
気｣

｢

誠

実｣

の
代
名
詞
の
よ
う
な
動
物
。
昔
話
の

『

桃
太
郎』

や

『

花
咲
爺』

に
登
場
す
る

の
も
、
そ
う
い
う
犬
た
ち
で
す
。
主
人
が

亡
く
な
っ
た
後
も
毎
日
駅
前
で
待
ち
続
け

た｢

忠
犬
ハ
チ
公｣

の
お
話
は
有
名
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
犬
は
昔
か
ら
、
人
間
の

大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
わ
け
で
す

が
、
今
で
も
、
狩
猟
犬
や
牧
羊
犬
、
盲
導

犬
や
警
察
犬
、
そ
し
て
、
災
害
が
多
い
近

年
で
は
、
災
害
救
助
犬
と
し
て
、
被
災
地

な
ど
で
活
躍
す
る
場
面
を
目
に
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
は
ガ
ル
タ
の
一
枚
目
は
、
ご
存
じ
、

｢

犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る｣

。
辞
書
に
よ

る
と
、｢

何
か
物
事
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
そ
れ
だ
け
に
何
か
と
災
難
に
遭
う
こ

と
も
多
い｣

、
あ
る
い
は
、｢

た
と
え
才
能

や
運
が
な
く
て
も
、
何
か
や
っ
て
い
る
う

ち
に
は
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
幸
運
に
会
う
こ

と
も
あ
る｣

と
い
う
意
味
と
も
書
か
れ
て

い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
解
釈
を
と
る
に
し
て
も
、
今

年
も
、
慎
重
な
心
配
り
の
も
と
に
、
積
極

的
な
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
開
運
間
違
い
な

し
、
と
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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中泊町の花に ｢菊 (種類を問わない)｣､ 木に ｢ヒバ｣､ 鳥に ｢ツバメ (イワツバメを含む)｣ が決

定しました｡

９月12日から30日までの間に､ 町民の皆様から応募いただいた､ 町の花436点､ 木437点､ 鳥437

点の中から第１回目の選定委員会で､ 一次候補として花は菊・ハマナス・ヒマワリ､ 木はヒバ・ブ

ルーベリー・松､ 鳥はツバメ・ウグイス・カモメのそれぞれ３点に絞り込みました｡

その後､ 11月10日から25日までに毎戸配布して実施したハガキ投票を集計した結果､ 菊､ ヒバ､

ツバメが最多得票となり､ 12月12日に開催された ｢町の花・木・鳥選定委員会｣ において選定され

ました｡ また､ 13日には12月議会開会中の町議会に報告されました｡

なお､ 採用された菊に応募した133名､ ヒバに応募した134名､ ツバメに応募した116名の中から

選定委員会の席上で厳正な抽選が行われ､ 各々５名に3,000円分の図書カードの贈呈が決まり､ 当

選者には直接送付されました｡

���������	
����

��������	����������	
�����������������������

�
菊 (種類を問わない)

３０３票
ハマナス

２６６票
ヒマワリ

２０４票

�
ヒバ

３７８票
ブルーベリー

２７２票
松 (黒松､ 赤松)

１２７票

�
ツバメ (イワツバメ含む)

３４９票
ウグイス

２１８票
カモメ

２０５票

�� � � � 	 
 � � 

�
�

�

菊
(種類を問わない)

優雅にけがれなく咲き誇る菊は､ 古くから人びと
に親しまれてきた名花のひとつです｡ 可憐な花びら
が寄り添い､ ついには大輪となるその姿は､ 町民が
力を合わせて住み良いまちを築く姿をあらわし､ 爽
やかな香りは､ 美しいまちと未来への希望を象徴す
るがごとく気品に満ちあふれています｡ この花は､
発展途上にある中泊町の町民の誇りと願いにふさわ
しいものといえます｡

�
�

�

ヒバ

青森ヒバは､ いにしえからその香りと美しい木肌
で､ 数多くの人々を魅了し続けている神秘に満ちた
樹木です｡ 厳しい風雪に耐え､ 150年から200年をか
けて力強く成長するその生命力は､ 時代を乗り越え
て成長する中泊町のイメージにふさわしいものとい
えます｡

�
�

�

ツバメ
(イワツバメも含む)

ツバメは､ 春を告げる渡り鳥として親しまれ､ 巣
を作った家には福が訪れるといわれています｡ 青空
に颯爽と舞い､ スマートで躍動的なその姿は､ 未来
への飛躍が期待される中泊町のイメージにふさわし
いものといえます｡
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明
治
９
年
５
月
17
日
に
児
童
数
30

余
名
、
村
社
熊
野
宮
を
仮
校
舎
と
し

て
学
校
創
立
。
以
来
１
２
９
年
に
わ

た
っ
て
、
地
域
に
密
着
し
、
多
く
の

卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
た
下
前
小
学

校
が
平
成
18
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

閉
校
と
な
り
ま
す
。
そ
の
閉
校
式
が

11
月
27
日
に
同
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

式
に
は
全
児
童
31
人
の
ほ
か
町
関

係
者
や
歴
代
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
区

住
民
な
ど
が
参
加
し
、
小
野
町
長
が

｢

下
前
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
新
た
な
学
校
生
活
を
送
っ

て
く
だ
さ
い｣

と
式
辞
を
述
べ
、
中

野
雄
臣
校
長
が｢

迷
っ
た
時
は
学
び

や
を
思
い
出
し
、
夢
に
向
か
っ
て
ほ

し
い｣
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
児
童
が
こ
れ
ま
で
の
授

業
や
行
事
の
思
い
出
を
語
り
、
最
後

に
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま

し
た
。

下
前
小
学
校
は
、
日
本
海
を
間
近

に
望
む
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
伝

統
芸
能
の
下
前
権
現
太
刀
振
り
の
継

承
に
力
を
注
ぎ
、
平
成
15
年
に
本
県

で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
冬
季
競
技
大

会
閉
会
式
で
も
太
刀
振
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、
小
泊
小
学

校
と
統
合
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い

学
び
や
で
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

作
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

明治９年５月17日 学校創立｡ 村社熊野宮の拝殿を仮校舎
とする
児童数30余名

12年10月 中央沼端に校舎新築
41年２月 現敷地に校舎新築落成 (２学級編制)

大正15年６月 創立50周年式典 記念碑建立
昭和７年４月 ４学級編制 ２階校舎増築 階下に屋

内体操場設置
14年６月 地元民の奉仕作業により屋外運動場整

地作業終了
現敷地にて､第１回春季大運動会を開催

22年４月１日 下前小学校と改称
32年８月４日 小学校80周年記念式典挙行
35年11月23日 校歌披露式 (作詞 小野正文 作曲

前田卓央)
37年２月９日 校舎増築 (３教室とトイレ)
40年４月１日 16学級編制 (小学校11学級､ 中学校５

学級)
41年５月28日 創立90周年記念式典挙行
41年10月１日 学校給食完全実施
44年４月１日 学校統合により下前中学校移転改称

(小泊中学校として)

51年５月24日 創立100周年記念式典挙行並びに記念
碑建立

59年10月８日 新校舎完成 (現敷地)
60年９月10日 新校舎落成記念式典
61年10月７日 創立110周年記念式典並びに祝賀会

平成８年９月25日 校舎内外補修工事終了
８年11月１日 創立120周年記念式典挙行
９年10月９日 第８回西北五へき地･複式教育研究大会
13年４月１日 ２･３年生複式学級､５学級編制となる
13年８月９日 パソコン室設置(２階東側教室を改修)･

インターネット接続
15年２月８日 アジア冬季競技大会閉会式に ｢下前権

現太刀振り｣ 参加
16年４月１日 ２・３年生､ ４・５年生複式学級､ ４

学級編制となる
16年11月30日 全校児童が青少年赤十字に加盟する
17年３月28日 小泊村・中里町合併により､ 中泊町立

下前小学校となる
17年６月 中泊町議会において､ 小泊小学校との

統合が決まる
17年11月27日 閉校式挙行､ 思い出を語る会開催
18年３月31日 129年の歴史を残し閉校となる

� � � �
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こ
の
た
び
、
39
年
余
り
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
多

大
な
功
績
を
残
し
、
去
る
９
月
26
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
故

三
上
春
夫
氏(

芦
野)

に｢

瑞
宝
単
光
章｣

が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

故
三
上
春
夫
氏
は
、
昭
和
41
年
４
月
１
日
に
中
里
町
消

防
団
員
と
な
っ
て
以
来
亡
く
な
る
ま
で
通
算
39
年
６
ヵ
月

在
籍
し
、
平
成
３
年
６
月
か
ら
14
年
余
り
に
わ
た
っ
て
中

泊
町(

旧
中
里
町)

消
防
団
副
団
長
を
務
め
ら
れ
、
町
の

消
防
防
災
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
は
、
12
月
５
日
に
三
上
氏
宅
に
て
行
わ
れ
、
町
長

よ
り
妻
の
ル
イ
子
さ
ん
と
長
女
の
真
由
美
さ
ん
に
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

当
町
の
福
浦
地
区
出
身
で
、
現
在
は
米
国
で
柔
道
・
空

手
道
場
の
経
営
を
し
全
米
武
道
会
の
第
一
人
者
と
も
い
わ

れ
る
米
塚
義
定
氏
を
冠
し
た
、
第
11
回
米
塚
義
定
杯
争
奪

柔
道
大
会
が
11
月
27
日
に
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
か
ら
中
泊
町
中
里
柔
道
会
主
催
と
な
っ
た
大
会

に
は
、
津
軽
地
区
の
小
中
学
生
３
０
０
名
以
上
が
参
加
し

て
、
団
体
戦
・
個
人
戦
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

当
町
選
手
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

小
学
２
年
の
部

３
位

奈
良
翔
太(

中
里
誠
心
塾)

中
学
２
年
の
部

３
位

平
山
清
悟(

中
里
中
学
校)

中
学
３
年
の
部

２
位

三
上
和
哉(

中
里
中
学
校)

北
光
寿
大
学
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
は
11
月
30
日
、
漁

火
セ
ン
タ
ー
調
理
室
に
お
い
て
、
世
代
交
流
と
し
て｢

姑

か
ら
嫁｣

へ
鮭
の
い
ず
し
の
漬
け
方
を
伝
承
し
よ
う
と
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

12
名
の
参
加
者
は
、
先
輩
方
の
技
を
伝
承
し
よ
う
と
熱

心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
、
鮭
の
じ
ゃ
っ
ぱ
汁
に
中
骨
か
ら
と
っ
た
身
も

つ
み
れ
に
し
て
入
れ
、
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
自
慢
の
漬
物

を
交
換
し
な
が
ら
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

指
導
者
：
伊
南
セ
イ
、
山
内
ツ
ギ
子
、
佐
藤
ス
ミ
、

長
谷
川
ト
キ
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11
月
20
日
、
つ
が
る
市
稲
垣
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
つ
が
る
市

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
杯
西
北
五
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
交
流
交
歓
大

会
で
、
小
泊
小
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
が
２
位
に
入
賞
し
県
大
会

に
出
場
す
る
事
が
決
定
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
な

か
で
の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
26
日
、
五
所
川
原
市

市
浦
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
第
４
回
つ
が
る
小
学
生
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
で
は
、
対

戦
し
た
５
チ
ー
ム
す
べ
て
に
セ
ッ
ト

カ
ウ
ン
ト
２
対
０
で
勝
ち
、
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

小
泊
小
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
は
６
年
生
・
２
人
、
５
年
生
・

５
人
、
４
年
生
・
２
人
の
、
合
計
９

人
の
選
手
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

12
月
11
日
に
東
京
都
両
国
国
技
館

で
開
催
さ
れ
た
、
第
18
回
全
日
本
小

学
生
相
撲
優
勝
大
会
小
学
４
年
以
下

の
部
に
中
泊
道
場
所
属
の
打
越
奎
也

君(
中
里
小
３
年)

が
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
惜
し
く
も
準
々
決
勝
で

敗
れ
ま
し
た
が
全
国
ベ
ス
ト
８
と
な

り
ま
し
た
。

打
越
君
は｢

悔
し
い
で
す
。
来
年

は
必
ず
優
勝
し
ま
す
。｣

と
話
し
、

中
泊
道
場
の
小
山
内
誠
監
督
は｢
ま

だ
３
年
生
な
が
ら
、
今
年
の
わ
ん
ぱ

く
相
撲
横
綱
と
五
分
以
上
の
相
撲
を

す
る
な
ど
、
優
勝
す
る
力
と
気
力
は

十
分
あ
っ
た
。
一
か
ら
や
り
直
し
来

年
は
全
大
会
で
優
勝
さ
せ
た
い
。｣

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

11
月
15
日
、
小
泊
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
高
齢
者
室
内
健
康
づ
く

り
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
高
齢
者

の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る
と
と
も

に
、
健
康
で
活
力
あ
る
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
参
加
者
は
オ
タ
マ
リ
レ
ー
や

ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
の
競
技
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

11
月
29
日
、
中
里
健
康
ダ
ン
ス
の

会(

代
表
・
竹
内
彦
次
郎)

よ
り
中

泊
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
１
万
円
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
会
が
毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
て
お

り
、
今
年
も
11
月
26
日
に
中
央
公
民

館
を
会
場
に
講
師
の
中
村
吉
永
氏
を

迎
え
て
開
催
し
、
参
加
者
約
１
０
０

名
の
募
金
の
な
か
か
ら
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
す
。

11
月
25
日
に
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
た
高
齢
者
教
室
で
、
中
泊
町
交
通

安
全
母
の
会
会
員
に
よ
る
交
通
安
全

教
室
が
実
施
さ
れ
、
約
２
０
０
人
の

高
齢
者
を
前
に｢

交
通
マ
ナ
ー
を
守

ら
な
い
高
齢
者｣

を
舞
台
で
演
じ
交

通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
最
近
流
行
の｢

リ
フ
ォ
ー

ム
詐
欺｣

の
寸
劇
を
演
じ
、
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
注
意
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

�
�
�

・｢

五
所
川
原
甚
句
保
存
会｣

(

代
表
・
山
本
永
悦)

会
員
14
名
来
園
。
三
味
線
、
民
謡
、

手
踊
り
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

・｢

中
里
地
区
婦
人
会｣

(

代
表
・
古
川
和
枝)

会
員
31
名
来
園
。
見
舞
品
を
持
参

し
、
創
作
舞
踊
等
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

・｢

藤
は
じ
め
一
行｣

(

代
表
・
藤
は
じ
め)

３
名
来
園
。
入
所
者
へ
ト
ー
ク
を

交
え
な
が
ら
歌
謡
曲
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。

�
�
�

・
中
里
地
区
婦
人
会
…
雑
巾

・
宮
本
ケ
イ
コ(

宮
川)

…
紙
お
む
つ

・(

有)

北
西
フ
ァ
ー
ム

…
り
ん
ご
、
大
根
、
か
ぼ
ち
ゃ

・
小
寺
一
吉(

薄
市)

…
餅
米

・
米
塚
利
時(

派
立)…

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

・
木
村
卯
三
郎(

上
高
根)

…
ト
マ
ト
、
夕
顔
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１月16､ 23､ 30日､ ２月６日
��������������������

１月19日 (木)
��� !��"#��

１月11日 (水)

�$����

１月12日 (木)
����%����

１月16日 (月)､ ２月９日 (木)
★対象､ 受付時間等は中里保健センター事業日程表
をご覧下さい｡
★予防接種：対象以外の方でも受けることができま
すが､ ワクチン準備のため､ １週間前までにお申
し出下さい｡

�

���

���
�
�

�
�
�
	


�
�

�������� ��
�������� ��
�������� ��
�������� ��
�������� ��
�������� ��
�������� ��
�������� ��
								 		

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
 
!
�
�
�
"
�
�

���
��

�
�

�
	


��
����


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

①
毎
晩
の
歯
み
が
き
。
最
後
に
フ
ッ

素
で
仕
上
げ
み
が
き
。

②
お
し
ゃ
べ
り
で
、
笑
顔
の
か
わ
い

い
と
こ
ろ
。

�� 
���

�
�

��
�����


①
寝
る
前
の
仕
上
げ
み
が
き
。

②
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
と
こ
ろ
。
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先
日
、
妊
娠
中
、
２
〜
４
ヵ
月
の

赤
ち
ゃ
ん
の
マ
マ
さ
ん
を
対
象
に

｢

プ
レ
マ
マ
、
マ
マ
さ
ん
教
室｣

が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
マ

マ
さ
ん
た
ち
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

�
�

�
�

テ
ー
マ

｢

ア
ロ
マ
に
ふ
れ
て
こ
こ
ろ
も
体
も

リ
ラ
ッ
ク
ス｣

講
師
：
弘
前
市
ハ
ー
ブ
＆
ア
ロ
マ
サ

ロ
ン｢Hirata｣

平
田
洋
子
氏

｢

香
り｣

の
心
と
体
へ
の
影
響
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
に
つ
い
て
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
肩
こ
り
や
イ

ラ
イ
ラ
の
解
消
、
お
っ
ぱ
い
の
出
を

よ
く
す
る
ア
ロ
マ
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

の
紹
介
や
、
手
浴
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

経
験
し
ま
し
た
。
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�
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�
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テ
ー
マ

｢

は
じ
め
て
の
ご
は
ん
、
離
乳
食
に

挑
戦｣

講
師
：
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

山
本

栄
養
士

月
齢
ご
と
の
離
乳
食
の
作
り
方
、

ま
た
、
大
人
の
食
事
か
ら
取
り
分
け

て
離
乳
食
を
作
る
時
の
注
意
点
、
方

法
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

�
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/
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�
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1
2
*
�
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3
4
'
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�

�
5
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3
7
4
"
(
8

9
�
)
,
:
,
:
-
;
<
=
�


>

�
�
?
�
,
�

�
�

�
�

テ
ー
マ

｢

マ
マ
の
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ｣

講
師
：
健
康
運
動
指
導
士

葛
原
仁

美
氏赤

ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
や
抱
っ
こ
し

て
、
肩
こ
り
、
腰
痛
に
悩
ん
で
い
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
。
正
し
い
姿
勢
、

筋
肉
の
使
い
方
を
す
る
と
楽
に
な
り

ま
す
よ
！
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で
気

持
ち
の
い
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。
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"
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�
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H
�
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I
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*
�
�
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!
2
K

�
 
H
�
�
9
L
M
N
O
4
1
�
�
)

C


P
Q
-
,
1
�
�
R
"
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
$
C


D
"
�
�
)
O
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
)
S
�
�
�

*
�
�
,
-
�
�

楽
し
く
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
教
室
で

し
た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

仲
間
づ
く
り
の
場
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
育
児
期
間
は
、
子
ど
も
の
世

話
、
時
間
に
追
わ
れ
、
息
を
つ
く
暇

も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
息
抜
き
で
き
た
か
な
、
マ
マ
の

笑
顔
の
栄
養
に
な
っ
た
教
室
だ
っ
た

か
な
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
感
想
を
持
ち

ま
し
た
。

こ
ん
な
教
室
を
開
催
し
て
欲
し
い
、

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
希
望
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

知
ら
せ
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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��������	
１月10日(火)､２月７日(火)
午後１時30分～３時
場所：小泊保健センター

�
������	
１月24日 (火)
午後１時30分～３時
場所：すくすくしたまえ館

����������
１月12日 (木)
対象：
(麻疹)Ｈ16年10月～Ｈ16年12月生
(BCG)Ｈ17年９月～Ｈ17年11月生
受付：午後３時～３時20分
場所：小泊保健センター

�����
２月２日 (木)

対象：Ｈ17年１月～Ｈ17年10月生
受付：12時～12時30分
場所：小泊保健センター

�������������
２月９日 (木)
対象：Ｈ16年６月～Ｈ16年８月生

Ｈ14年７月～Ｈ14年９月生
受付：12時～12時30分
場所：小泊保健センター

���������
���������
���������
���������
���������
���������
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２月15日(水) 花丘町・温泉町・若葉町

小泊支所
(２階会議室)

各会場とも

《午前の部》

９時～11時

《午後の部》

１時～３時30分

◎お願い
受付時間以外は
ご遠慮ください｡

２月16日(木) 新町１・新町２・小泊派立
２月17日(金) 折戸・下前上
２月19日(日) 平日に来れない方
２月20日(月) 下前中・下前浜
２月21日(火) 上町・浜町・入舟
２月22日(水) 若宮・下高根

内潟公民館
２月23日(木) 薄市上
２月24日(金) 薄市下
２月27日(月) 今泉 (上・下)
２月28日(火) 上豊岡・下豊岡

武田公民館
３月１日(水) 芦野・福浦
３月２日(木) 富野・豊島
３月３日(金) 田茂木・長泥
３月６日(月) 派立 (上・中・下)

中央公民館
(２階研修室)

３月７日(火) 向町 (上・下)
３月８日(水) 五林・宮川・宮野沢
３月９日(木) 二タ見・尾別・竹田
３月10日(金) 深郷田 (上・下) ・八幡
３月11日(土) 平日に来れない方
３月12日(日) 平日に来れない方
３月13日(月) 大沢内・上高根
３月14日(火) 中里・小泊全地域
３月15日(水) 中里・小泊全地域

※指定日に都合の悪い方は､ 地区割当にかかわらず､ 相談実施中の会場においでください｡
※役場本庁では､ 上記申告期間中は､ 申告相談ができませんのでご留意願います｡
※平日に来れない方のために､ 小泊支所は２月19日 (日) に､ 中里会場は３月11日 (土) ・12日 (日)
にも申告相談を実施しますのでご利用ください｡

�����

１. 平成17年１月１日から､ 平成17年12月31日までの期間中の収入及び支出が今回の申告対象になりま
す｡
２. 米の実収量・販売金額､ 水田面積､ 水田の賃貸借､ 漁業関係収入､ 営業関係収入､ 出稼ぎ (日雇い)､
その他の収入の状況を確認してお越しください｡
３. 給与所得者であっても､ 給与支払報告書が提出されていない方や､ 給与以外の収入がある方は申告
が必要です｡
４. 申告のとき持参していただくもの (水田耕作面積が少ない方も必要です)
(１) 認印
(２) 給与や年金収入のある方は源泉徴収票
(３) 小田川・十三湖土地改良区等への水利費領収書
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�
(４) 転作の互助会費を支払った場合は領収書
(５) 水稲共済掛金・航空防除費の領収書
(６) 葉たばこ販売の収入・経費明細書
(７) 農業・漁業機具等の事業用資産を新たに購入した場合は購入証明書
(８) 農業・漁業機具等修理代の領収書
(９) 水田や償却資産等の賃借料支払領収書
(10) 制度資金等借入利子の支払証明書
(11) 臨時雇人費支払領収書等
(12) その他､ 直接に事業経営に要した経費がある場合は支払領収書等
(13) 社会保険料の領収書 (国民年金の支払証明書は必ず持参してください)
(14) 生命保険料の支払証明書
(15) 個人年金保険料の支払証明書
(16) 火災保険料の支払証明書
(17) 医療費控除を受ける方は､ 領収書及び通院のための交通費を計算の上､ 持参してください｡

10万円 (または所得の５％) を超えれば医療費控除の対象となります｡
��������	
�

中泊町役場 税務課 課税係 TEL 57－2111 (内線46・47)

��������������		

����

税務署では､ 下記の日程で確定申告説明会を開催します｡

����������������

������������������� !"#�����$�%&

※いずれの会場も､ 開場は説明開始の30分前からです｡
 '	���()�*�����+&

五所川原税務署 個人課税第一部門 TEL 0173－34－3152

��������	
��������������

����� � � � 	 
 �

平成18年２月１日(水)
午前10：00～12：00

所得税の確定申告書等の作成につ
いて (青色申告以外の方を対象) 五所川原市字幾世森

24－15
｢オルテンシア｣午後１：30～３：30

消費税の確定申告書等の作成につ
いて (消費税課税事業者を対象)

��������	
��������������

����� � � � 	 
 �

平成18年２月２日(木)
午前10：00～12：00

所得税の確定申告書等の作成につ
いて (青色申告以外の方を対象) 五所川原市字幾世森

24－15
｢オルテンシア｣午後１：30～３：30

消費税の確定申告書等の作成につ
いて (消費税課税事業者を対象)

����� � � 
 �

平成18年２月６日(月)
午前10：00～12：00
午後２：00～４：00
(午前･午後各１回開催)

五所川原市字一ツ谷504－1 ｢中央公民館｣
※駐車場の台数に限りがありますので公共交通機関をご
利用ください｡

�,-��./01

・同封の書類
・平成17年中に支払った健康保険料などの分かる書類
・平成17年分公的年金の源泉徴収票
・平成17年分生命保険料や損害保険料の控除証明書
・前年の申告書控をお持ちの方はその控え
・筆記用具､ 印鑑､ 電卓



平
成
十
八
年
の
新
年
を
迎
え
、
中

泊
町
民
の
皆
様
に
は
、
謹
ん
で
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
地
震
や
台
風
の
上
陸
も

少
な
く
、
中
泊
町
に
お
い
て
も
人
命

に
係
わ
る
よ
う
な
大
き
な
災
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
八
、
九
月
の

集
中
豪
雨
に
よ
る
小
泊
地
域
で
の
水

害
や
土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
火
災
で
は
、
中
里
消
防
署

管
内
だ
け
で
十
一
件
が
発
生
し
三
名

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

火
災
は
一
人
一
人
が
気
を
付
け
る
事

に
よ
り
、
防
ぐ
事
が
出
来
ま
す
。

今
年
こ
そ
は
、
火
災
の
無
い
明
る

い
中
泊
町
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。
中
里
・
小
泊
消
防
署
は

昨
年
三
月
に
五
所
川
原
地
区
消
防
事

務
組
合
と
の
再
編
を
行
い
ま
し
た
が

職
員
一
同
は
新
た
な
気
持
で
、
地
域

住
民
の
安
全
で
安
心
し
た
生
活
を
守

る
た
め
、
消
防
業
務
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
り
に
、
町
民
皆
様
方
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
降
雪
期
を
迎

え
ま
す
が
、
中
里
消
防
署
で
は
火
災

の
時
に
万
全
を
期
す
る
た
め
に
も
常

に
当
番
、
非
番
を
問
わ
ず
消
防
水
利

の
除
雪
を
し
ま
す
が
、
吹
雪
の
時
は

ほ
ん
の
数
時
間
で
ス
ッ
ポ
リ
雪
で
隠

れ
て
し
ま
う
事
が
度
々
あ
り
ま
す
。

家
の
周
り
の
雪
片
付
け
の
時
に
は
、

付
近
に
あ
る
消
火
栓
、
貯
水
槽
の
除

雪
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
夏
場
と
違
い
、
ゴ

ミ
の
出
す
場
所
も
無
く
な
り
、
よ
く

消
火
栓
な
ど
の
そ
ば
に
ゴ
ミ
が
山
積

み
と
な
っ
て
い
る
の
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
路
上
に
駐
車
す
る
人
は
、
道

路
が
雪
で
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で

緊
急
車
両
が
通
れ
る
よ
う
考
慮
し
て

下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
協
力
で
火
災
の
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
の
時
期
、
屋
外
で
の
仕
事
や
雪

片
付
け
、
道
路
の
横
断
な
ど
は
非
常

に
危
険
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
普
段
は
、

何
で
も
な
い
路
面
が
凍
っ
て
い
て
気

が
付
か
な
い
で
足
を
滑
ら
せ
て
転
倒

す
る
。
ま
た
、
雪
片
付
け
中
、
早
く

作
業
を
終
わ
ろ
う
と
し
て
無
理
に
重

い
雪
を
片
付
け
て
腰
を
痛
め
る
と
い

う
具
合
に
考
え
れ
ば
い
く
ら
で
も
、

危
険
が
見
え
隠
れ
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
例
を
踏
ま
え
て
転
倒
な
ど
に
は
十

分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
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11
月
29
日
に
武
田
小
学
校
の
３
年

生
が
、
庁
舎
と
車
両
等
の
見
学
に
訪

れ
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
消
防
職
員
の

説
明
を
真
剣
に
聞
き
、
積
極
的
に
質

問
を
し
、
メ
モ
用
紙
に
は
聞
い
た
事

や
質
問
し
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
書
き

と
め
て
い
て
、
と
て
も
熱
心
に
学
習

し
て
い
ま
し
た
。
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※
詳
し
く
は
、
中
里
消
防
署
ま
で
。

���	� !

�"	� !
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町内の方々から､ 役場にこんな声が寄せられています｡

犬を飼っている方々は､ 以下のことにご注意ください｡
●���������	
�
人に対する咬傷事故を起こす可能性が増すばかりでなく､ 飼い主の言うことをきかなくなり､
しつけをする上でも良くありません｡
●係留している飼い犬は､ 首輪から抜けることのないように首輪の状態をよく確かめましょう｡
飼い犬が訪問者に届かないように､ 鎖や綱の長さを調節することも大切です｡
●生後３ヵ月以上の飼い犬は��� (役場で行っています) を行い､ 年に１回の�����
��を必ず受けましょう｡
●犬の散歩は､ 引き綱等でつないで時間や場所
を選び安全に行いましょう｡ また､ 飼主の制
止に従うよう十分に訓練しましょう｡
散歩中にしたフンは､ ��

��
持ち帰りましょう｡

●飼育場所の衛生管理をしっかり行い､ 悪臭等
が発生しないように気をつけましょう｡
������������ !�"#$%&

'(�) *+,-./��

012) 34567
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町では､ 出稼労働者及びその家族に対する相談活動
を行うため地域相談指導員を６名配置しております｡
地域相談指導員は､ 公共職業安定所等関係機関と密
接な連携のもとに､ 出稼労働者の就労動向の把握､ 出
稼労働者に対する求人情報の提供､ 留守家族との相談
等の業務を行っております｡
地域相談指導員は､ 次のとおりです｡

竹内彦次郎 (上豊岡) TEL 57－4382
横山 光枝 (八幡) TEL 57－2436
中畑 良子 (向町上) TEL 57－2445
野上 雅子 (薄市上) TEL 58－2559
宮越 忠正 (小泊派立) TEL 64－3557
佐藤 俊吉 (下前中) TEL 64－2401

��������	


出稼労働者手帳は①身分証明書②労働条件通知書③
賃金未払確認書④健康診断個人票など､ 出稼前・就労
中に必要な事項が確認できるようになっていますので
有効に活用してください｡
お問い合せは
中泊町役場町民課労政係 TEL 57－2111
小泊支所 TEL 64－2111
武田出張所 TEL 57－2101
内潟出張所 TEL 58－2111

��������	
����

県では､ アンケートを通じて県民の皆様から意見・
要望などをお聞きし､ 施策の企画・立案の参考にする
ため県政モニターを募集しています｡
�����県内にお住まいの満20歳以上の方 (議員､

公務員､ 行政相談委員､ 国や地方公共団
体のモニター､ 平成13年度以降に県政モ
ニターを経験した方は除く)

�����80名程度
�� ��平成18年４月下旬からおよそ２年間
�� ��アンケートに対する回答 (年４回位)
�����必要事項を記入して､ はがき､ 封書また

はＥメールでお申込みください｡
������郵便番号､ 住所､ 氏名 (ふりがな)､ 性

別､ 生年月日､ 職業､ 電話番号､ 希望す
る理由､ 各種モニターの経験､ あれば携
帯電話以外のＥメールアドレス｡

�����平成18年１月31日 (火) (当日消印有効)
�� !"�平成18年３月末までに全員に通知
�# � $�１年ごとに記念品を贈呈
�%&'()*%+,-.�

青森県企画政策部政策調整課
広報広聴グループ 県政モニター係
〒030－8570 青森市長島１丁目１－１
TEL 017－734－9138 (直通)
メールアドレス koho＠pref.aomori.lg.jp

��������

�����90名
�����平成18年１月10日 (火) ～27日 (金)

(当日消印有効)
�����高等学校を卒業もしくは卒業見込みの方｡

または同等以上の学力を有すると認めら
れる方｡

�����願書等を青森職業能力開発短期大学校に
提出｡ ｢学生募集要項｣ が必要な方は､
FAXまたははがきで郵送先をご連絡くだ
さい｡

�/ 0 1�平成18年２月７日 (火)
�/0���学科試験 (数学Ⅰ､ 英語Ⅰ)
�&'(2)*+,-.�

青森職業能力開発短期大学校
〒037－0002 五所川原市飯詰字狐野171－２
TEL 0173－37－3201 FAX 0173－37－3203

�������� !"#$

%&'()*#+��

��������	�
����

����� � ��� � � �

������� � � � � � � �

�������  ! " # $ %

���&��' ( )�* + , - .

/����0  1 2 3 4 5 6

/�7��8 9 :;< = > ?@<

家庭・農業用の暖房燃料タンク等から灯油が漏れ､
水路・河川等に流れ出る事故が発生することがありま
す｡ この事故により､ 上水場の取水停止や､ 耕作地へ
の被害の恐れもありますので､ 皆様方の各家庭におか
れまして､ 再度燃料タンクの安全確認をしてくださる
ようお願い申し上げます｡
また､ 油類等の流出事故を起こしてしまった場合は､
青森河川国道事務所又は消防署及び役場まで至急ご連
絡くださるようお願いします｡
国土交通省 青森河川国道事務所 五所川原出張所
TEL 0173－34－2738
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平成17年１月から12月までに納付した国民年金保険

料は､ 全額が社会保険料控除の対象になります｡

平成17年分の所得の申告から年末調整や確定申告で

国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合

に､ 保険料の支払を証明する書類の添付が義務付けら

れました｡ そのため､ 社会保険庁より ｢社会保険料

(国民年金保険料) 控除証明書｣ が平成17年11月に送

付されています｡

紛失した方は再発行の手続きが必要となります｡ 弘

前社会保険事務所の職員が下記の日程で再発効の受付

をします｡

������ 小泊支所２階会議室

平成18年２月15日 (水)

午前９時30分～午後３時30分

������ 内潟公民館

平成18年２月22日 (水)

午前９時30分～午後３時30分

�	
��� 武田公民館

平成18年２月28日 (火)

午前９時30分～午後３時30分

������ 中央公民館２階研修室

平成18年３月６日 (月)

午前９時30分～午後３時30分

※中泊町役場町民課老保年金係､ 小泊支所では随時受

付します｡ (印鑑を持参してください)
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������つり上げ荷重１トン以上の玉掛業務
������１月17日から19日まで (３日間)

午前９時から午後５時まで
������

・学科 (社)西北労働基準協会２階大ホール
五所川原市大字唐笠柳字藤巻495－３

・実技 斎勝建設(株)構内
五所川原市大字太刀打字早蕨98－４

������満18歳以上の者
���� !"#�

(１) クレーン､ 移動式クレーン等運転士免許を受け
た者､ または床上操作式クレーン運転､ 小型移
動式クレーン運転技能講習を修了した者

(２) １トン以上の玉掛の補助作業に６ヵ月以上従事
した経験を有する者

(３) １トン未満の玉掛作業に６ヵ月以上従事した経
験を有する者

�� � $�

①21,700円 (テキスト代を含む) →免除なしの者
②18,700円 (テキスト代を含む) →受講一部免除者
�% &�１月10日か定員80名に達し次第締切｡
�' ( )�五所川原市大字唐笠柳字藤巻495－３

(社)西北労働基準協会 TEL 35－6336
�*+,-./0123�����

������つり上げ荷重１トン以上５トン未満の小
型移動式クレーン運転業務

������２月１日から３日まで (３日間)
午前９時から午後５時まで

������

・学科 (社)西北労働基準協会２階大ホール
五所川原市大字唐笠柳字藤巻495－３

・実技 斎勝建設(株)構内
五所川原市大字太刀打字早蕨98－４

������満18歳以上の者
�� � $�27,700円 (テキスト代1,700円を含む)
�% &�１月26日か定員80名に達し次第締切｡
�' ( )�五所川原市大字唐笠柳字藤巻495－３

(社)西北労働基準協会 TEL 35－6336

����������

国民年金､ 厚生年金及び共済組合などから支給され

る､ 老齢または退職を事由とする年金は､ 所得税法で

は雑所得とされ所得税の課税対象となります｡ このう

ち国民年金､ 厚生年金にかかる源泉徴収票は１月末頃

までに社会保険庁から送付されます｡ 複数の年金を受

給されている方や年金以外にも所得のある方は確定申

告が必要であり､ それ以外にも医療費等の控除を受け

る方は､ この源泉徴収票を税務署に提出することにな

ります｡

源泉徴収票が送付されなかったり､ 紛失した場合に

はお近くの社会保険事務所にご相談ください｡

なお､ 障害年金､ 遺族年金などは非課税となってい

ますのでこれらの年金を受給されている方には送付さ

れません｡

弘前社会保険事務所 TEL 0172－27－1337

��� !"#$%&'(

県では､ 平成18年１月31日 (火) に､ 各県税事務所
において､ 電話加入権の一斉公売を実施します｡
公売本数や見積価額等につきましては､ 各県税事務
所へお問い合せいただくか､ 県税・市町村税インフォ
メーション (http://www.pref.aomori.lg.jp/zeimu/)
をご覧ください｡

)*+,-./01�����
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平成17年12月５日より除排雪本部を中泊町役場内に設置しました｡
除雪に関する問い合わせ､ 苦情等がございましたら､ 下記までお電話ください｡

�������

◎平日 (昼間) 午前８時15分～午後５時
中里地域 中泊町役場建設課土木係 TEL 57－2111 (内線65・66)
小泊地域 支所振興課地域振興係 TEL 64－2111

◎平日 (夜間) 午後５時～午前８時15分
中里地域 大沢内克雪センター TEL 57－2197
小泊地域 小泊克雪センター TEL 64－3869

◎休日 (昼間・夜間)
中里地域 大沢内克雪センター TEL 57－2197
小泊地域 小泊克雪センター TEL 64－3869

※お電話はなるべく平日の昼間にお願いします｡
��	
�������
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◇除雪車でよせた雪を道路に戻したり､ 屋根雪や屋敷内の雪は道路に出さないでください｡
◇除雪車は重機械であり､ 前後10ｍ位は死角になります｡ また､ 降雪・積雪・道路周辺の状況によ
り､ 右側走行をする場合もありますので､ 車を運転しているときに除雪車を見かけた場合は注意
が必要です｡

◇子供は除雪機械等に興味を示し､ 突然近寄ってくることがありますので､ 保護者はお子さんから
目を離さないようにお願いいたします｡

◇歩道の雪は道路に出さず車道の路肩に積み上げてください｡
◇路上駐車は作業上支障となりますので､ 駐車禁止区域はもちろんそれ以外の区域であっても駐車
しないでください｡

◇路上にある車両の乗り上げ用鉄板等は､ 除排雪車両が激突し事故発生の原因となりますので､ 冬
期間は撤去してください｡

◇物損事故防止のため､ 危険個所には標識等を設置してください｡
◇融雪期の水害防止のため､ 水路には雪を捨てないでください｡
◇除雪作業中は､ 30ｍ以内には決して近寄らないでください｡
◇ゴミは指定の期日､ 場所におだしください｡
また､ 12月12日より一部の地区では､ 冬期のゴミ収集となりますのでご注意ください｡

������������� !"���#$%�&'()��*+,�-

中里地域：中泊町運動公園第二駐車場 (宮野沢地内)､ 岩木川河川敷地 (芦野地内)
小泊地域：小泊海岸 (小泊地内)､ 下前みなと団地前斜路 (下前地内)

除 雪 地 区 委 託 業 者 連 絡 先
深郷田・八幡・大沢内 (有)秋田土建工業 ５７－２２１８
向町・派立・宮野沢 (有)外萬建設 ５７－５３７１
五林・宮川 (株)竹内組 ５７－２７０５
福浦・豊岡・田茂木・豊島 (有)塚本建設 ５７－４５９１
芦野 (有)竹谷建設 ５７－４３８０
長泥・若宮 (有)丸隆建設 ５７－４２９０
尾別・上高根 (有)沖工業 ５７－２５６２
今泉・薄市・下高根 (株)成田林業土木 ５８－２８４２
花丘・朝間 (有)笹山興業 ６４－２１８４
下前 (有)工藤建設 ６４－２０３７
袰内 (株)杣谷組 ０１７４－３７－２２１５
大沢内・竹田・広域農道 中里地域直営除雪隊 ５７－２１９７
小泊・下前 小泊地域直営除雪隊 ６４－３７４８
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○教養学部 (入学試験はありません)
・全科履修生：４年以上在学し､ ｢学士 (教養)｣ の

学位の取得を目指す学生
・選科履修生：１年間在学し､ 希望する教養学部の

科目を履修する学生
・科目履修生：１学期間 (６ヵ月) 在学し､ 希望す

る教養学部の科目を履修する学生
○大学院 (入学試験はありません)
・修士選科生：１年間在学し､ 希望する大学院の科

目を履修する学生
・修士科目生：１学期間 (６ヵ月) 在学し､ 希望す

る大学院の科目を履修する学生
���	
���

平成17年12月15日 (木) ～平成18年２月28日 (火)
������ 放送大学青森学習センター

〒036－8560 弘前市文京町１
(弘前大学創立50周年記念会館内)
TEL 0172－38－0500

��������
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意味がなければスィングはない 村上春樹 (文藝春秋)
おらんくの池 山本一力 (文藝春秋)
クリスマス・ストーリーズ 奥田英朗ほか(角川書店)
生協の白石さん 白石昌則 (講談社)
バスジャック 三崎亜記 (集英社)

!"�����#�$%&�
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★暖房機器は不必要なつけっぱなしをしないようにし
ましょう｡
�����������

★冷蔵庫は壁から適切な間隔をあけて設置しましょう｡
★電気､ ガス､ 石油機器などを買う時は､ 省エネルギー
タイプのものを選びましょう｡
★部屋の照明を購入する時は､ 省エネ型の電球型蛍光
ランプを使用するようにしましょう｡
������� ������

★冷蔵庫の庫内は季節にあわせて温度調整を行い､ も
のを詰め込み過ぎないように整理整頓しましょう｡
★電気ポットなどの電気製品を長時間使わない時には､
コンセントからプラグを抜くようにしましょう｡
★テレビをつけっぱなしにしたまま､ 他の用事をしな
いようにしましょう｡
★シャワーはお湯を流しっぱなしにしないようにしま
しょう｡
★お風呂は､ 間隔をおかずに入るようにして､ 追い焚
きをしないようにしましょう｡
★車の運転の際には､ 経済速度を心がけ､ 急発進､ 急
加速をしないようにしましょう｡
★タイヤの空気圧は適正に保つように心がけましょう｡

�	
�����
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1985年製～1992年製ＦＦ式石油暖房機は事故に至る
危険性があります｡ 排気ガスが室内に漏れ出し､ 場合
によっては死亡事故に至る恐れがあります｡
詳細については､ 下記フリーダイヤルまたは購入販
売店までご連絡ください｡
���!���

松下電器産業㈱ お客様問い合わせ窓口
0120－872－773 (フリーダイヤル)
受付時間 (土・日・祝日を含む24時間)

�� ��
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労災保険に未加入の事業主に対する費用徴収制度が
強化されます｡
労働者を１人でも雇っている事業主は､ 労災保険の
加入手続きを行わなければなりません｡
平成17年11月１日から､ 労災保険未加入の事業主に
対する費用徴収制度が強化されます｡ これにより､ 事
業主が労災保険の加入手続きを怠っていた期間中に労
災事故が発生した場合､ さかのぼって保険料を徴収す
るほかに､ 労災保険から給付を受けた金額の100％ま
たは40％を事業主から徴収することになります｡
詳しくは､ 青森労働局労働基準部労災補償課 (TEL
017－734－4115)､ または五所川原労働基準監督署
(TEL 0173－35－2309) までお問い合せください｡
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11月末現在(前月比)

人 口 14,964人(－27)

男 7,145人(－６)

女 7,819人(－21)

世帯数 5,150戸(＋２)

出生 ３ ／ 死亡 12

転入 17 ／ 転出 35
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